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人
獣
共
通
感
染
症
の
予
防
に

は
、
流
行
に
先
ま
わ
り
し
て
ワ
ク

チ
ン
を
開
発
す
る
こ
と
が
有
効
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
安

全
性
や
有
効
性
の
確
認
が
急
が
れ

て
い
る
。
開
発
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
効

果
を
判
定
す
る
た
め
に
は
、
よ
り

ヒ
ト
に
近
い
霊
長
類
に
よ
る
検
定

が
必
要
と
な
る
が
、
サ
ル
は
ヒ
ト

の
疾
患
を
最
も
正
確
に
再
現
で
き

る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
薬
剤
や
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
判
定
、
副
作
用
の

判
定
に
適
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
事
業
は
、
他
の
大
学
や

研
究
機
関
に
は
な
い
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル

と
い
う
財
産
を
使
っ
て
、
ワ
ク
チ

ン
の
有
効
性
や
効
果
的
な
使
い
方

を
研
究
し
て
、
人
獣
共
通
感
染
症

の
流
行
に
対
す
る
備
え
と
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
」
と
、

セ
ン
タ
ー
長
の
小

笠
原
一
誠
教
授
。

当
面
は
強
毒
Ｈ

５
お
よ
び
Ｈ
７
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）

に
対
す
る
ワ
ク
チ

ン
の
開
発
と
評

価
を
他
大
学
と

共
同
で
行
っ
て
い

く
。

　

ま
ず
、
セ
ン

タ
ー
内
で
Ｓ
Ｐ

Ｆ
サ
ル
を
繁
殖
、

生
産
し
Ｍ
Ｈ
Ｃ
タ

イ
ピ
ン
グ
を
行
い
、
年
間
約
50
頭

を
実
験
に
供
給
で
き
る
体
制
を
整

備
す
る
。
タ
イ
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
は

東
海
大
学
医
学
部
が
行
う
。

　

北
海
道
大
学
大
学
院
獣
医
学
研

究
科
、
東
京
大
学

医
科
学
研
究
所
で

作
成
さ
れ
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

株
を
セ
ン
タ
ー
内

で
繁
殖
さ
せ
た
Ｓ

Ｐ
Ｆ
サ
ル
に
投
与

し
て
、
抗
体
の
生

成
や
細
胞
性
免
疫

の
状
態
を
把
握
す

る
。
不
活
化
し
て
感
染
力
の
な
く

な
っ
た
Ｈ
５
お
よ
び
Ｈ
７
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
対
す
る
免
疫
反
応
を
解

析
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
株
に
な
る
か
ど

う
か
や
、
副
作
用
に
つ
い
て
検
討

す
る
ほ
か
、
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
方

法
や
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
（
免
疫
助
成

剤
）
の
研
究
な
ど
も
行
う
。

　

最
終
的
に
は
ワ
ク
チ
ン
株
の
接

種
後
、
北
海
道
大
学
大
学
院
獣
医

学
研
究
科
と
共
同
で
Ｈ
５
や
Ｈ
７

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
用
い
た
感
染
実

験
を
行
い
、
感
染
を
防
御
で
き
る

か
ど
う
か
の
効
果
を
判
定
す
る
。

　

ま
た
、
免
疫
細
胞
の
正
確
な
動

き
を
動
物
用
Ｍ
Ｒ
（
磁
気
共
鳴
装

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
鳥
居
隆
三

教
授
を
中
心
に
世
界
で
２
例
目
、

わ
が
国
初
と
な
る
顕
微
授
精　

胚

移
植
法
に
よ
る
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
の

正
常
出
産
に
成
功
、
そ
の
研
究
過

程
で
他
大
学
と
の
共
同
で
サ
ル
Ｅ

Ｓ
細
胞
の
樹
立
に
も
成
功
し
て
い

る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
こ
う
い
っ
た
技

術
を
用
い
て
Ｓ
Ｐ
Ｆ
サ
ル
を
作
る

だ
け
で
な
く
、
東
海
大
学
と
の
共

同
研
究
に
よ
り
Ｍ
Ｈ
Ｃ
タ
イ
ピ
ン

グ
を
行
っ
て
、
遺
伝
的
、
微
生
物

学
的
に
統
御
さ
れ
た

Ｓ
Ｐ
Ｆ
サ
ル
を
つ
く

れ
る
日
本
で
唯
一
の
学

内
共
同
教
育
研
究
施

設
と
な
っ
て
い
る
。
収

容
能
力
は
８
０
０
頭
、

専
用
の
Ｐ
３
施
設
を

備
え
、
サ
ル
を
使
っ

た
感
染
実
験
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
学
内
に
あ

る
Ｍ
Ｒ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は

動
物
用
の
Ｍ
Ｒ（
磁
気
共
鳴
装
置
）

を
用
い
て
、
サ
ル
に
と
っ
て
侵
襲
の

少
な
い
方
法
で
免
疫
細
胞
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

　

平
成
15
年
に
竣
工
し
た
同
セ
ン

タ
ー
の
新
棟
は
、
施
設
内
に
取
り

入
れ
る
空
気
も
、
ま
た
排
出
す
る

空
気
も
、
高
性
能
の
フ
ィ
ル
タ
ー

を
通
し
て
ウ
ィ
ル
ス
を
カ
ッ
ト
す
る

ほ
か
、
施
設
か
ら
の
排
水
な
ど
に

は
１
２
１
度
の
熱
を
15
分
以
上
加

え
る
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
処
理
を
行

う
。
ま
た
排
泄
物
や
体
毛
な
ど
は

消
毒
・
殺
菌
後
、
バ
ク
テ
リ
ア
に

よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
と
水
に
処
理
で
き
る

装
置
を
導
入
す
る
な
ど
、
安
全
対

策
、
環
境
対
策
に
も
万
全
を
期
し

て
い
る
。

　

動
物
実
験
に
関
す
る
講
習
会

（
基
礎
、
サ
ル
）
と
資
格
認
定
試

験
を
行
っ
て
、
実
験
に
携
わ
る
ス

タ
ッ
フ
、
研
究
者
の
技
術
と
モ
ラ
ル

を
高
め
る
ほ
か
、
動
物
実
験
委
員

会
、
動
物
生
命
科
学
倫
理
委
員
会

の
審
議
に
基
づ
き
、
生
命
倫
理
に

配
慮
し
た
実
験
を
行
う
。
さ
ら
に

今
回
の
感
染
症
の
取
り
扱
い
に
対

し
て
は
学
外
者
も
含
ん
だ
バ
イ
オ

セ
ー
フ
テ
ィ
委
員
会
を
設
置
し
て
、

実
験
計
画
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。「
緊
急
時

の
対
応
策
な
ど
も
検
討
し
て
何
重

に
も
安
全
策
を
講
じ
、
情
報
を
公

開
す
る
こ
と
で
一
般
社
会
か
ら
も

理
解
を
得
た
う
え
で
、
こ
こ
に
し

か
な
い
技
術
や
設
備
を
生
か
し
た

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
鳥

居
教
授
。

　

現
在
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
カ
ニ
ク

イ
ザ
ル
２
３
５
頭
を
保
有
し
て
い

る
が
、
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
母
群
と
な
る
サ
ル
を
新
た
に
購

入
す
る
必
要
が
あ
る
。
年
間
50
〜

１
０
０
頭
を
供
給
で
き
る
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ワ
ク

チ
ン
の
開
発
お
よ
び
検
定
に
使
用

す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
実
験
に

も
Ｓ
Ｐ
Ｆ
サ
ル
を
用
い
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
事
業

の
ほ
か
に
も
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
す

で
に
産
学
連
携
に
よ
る
薬
理
試
験

が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に

再
生
医
学
に
向
け
て
の
共
同
研
究

も
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

滋
賀
医
科
大
学
の
技
術
・
施
設
を
活
用

他
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
事
業
を
推
進

'特集

人獣共通感染症に関する
基礎研究連携事業

滋賀医科大学の動物生命科学研究センターでは、遺伝的並びに微
生物学的に統御されたカニクイザルを作成、維持する技術と、サ
ル専用のP3施設を有していることから、これを活用してインフル
エンザ、SARS、BSE など人獣共通感染症に対するワクチンを他
大学と共同で開発し効果判定を行う「人獣共通感染症に関する基
礎研究連携事業」が、平成17年6月からスタートすることとなっ
た。事業計画期間は平成22年3月までとなっている。

人獣共通感染症に関する
基礎研究連携事業

人獣共通感染症に関する
基礎研究連携事業

安
全
対
策
、
環
境
面
に
も
配
慮

情
報
公
開
へ
の
取
り
組
み
も

～鳥インフルエンザワクチンの開発・評価から事業をスタート

鳥居隆三 教授
（動物生命科学研究センター）

Ｐ３施設
病原体を扱う実験には、危険度に応じた封じ込めや安全のための施設が必要
で、Ｐ１から最高度の安全性を備えたＰ４に分類される。最も危険な病原体
を扱えるＰ４施設は世界に十数カ所、Ｐ４が必要な病原体にはエボラウィル
スや天然痘ウィルスなどがある。

強毒Ｈ５およびＨ７インフルエンザ
現在、鳥類で感染が確認されているインフルエンザで、強毒なために社会問
題となっている（鳥インフルエンザ）。これまでヒトで流行したＨ１～Ｈ３
インフルエンザは主として呼吸器で増殖するが、Ｈ５およびＨ７インフルエ
ンザは全身で増殖するために強毒と考えられている。

ＳＰＦ（Specifi c pathogen free）動物
特定の病原微生物をもっていない動物。完全な無菌状態ではない。サルでは
ヒトへの感染が起こるＢウイルスや細菌性赤痢などが問題となる。

ＭＨＣ（major histocompatibility antigen complex：主要組織適合抗原
複合体）
移植の型合わせに使用される白血球型であるが、細胞性免疫に関与するＴ細
胞はＭＨＣ分子に結合した抗原のペプチド断片を認識して反応する。従って
ＭＨＣが判明しないと明確な免疫反応の解析は困難となる。

小笠原一誠 センター長
（動物生命科学研究センター）

置
）
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
ほ
か
、

学
内
の
分
子
神
経
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
と
共
同
で
、
い
ま
だ
に
原
因

の
わ
か
ら
な
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳

症
の
研
究
や
、
強
毒
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
霊
長
類
に
脳
炎
を
起
こ
す
か

ど
う
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　

現
在
、
Ｈ
５
お
よ
び
Ｈ
７
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
ヒ
ト
へ
の
感
染
は
散

発
的
で
、
ま
た
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の

感
染
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
も

し
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
性
を

獲
得
し
た
場
合
、
甚
大
な
人
的
お

よ
び
社
会
的
被
害
が
起
き
る
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
ワ
ク
チ
ン

投
与
に
よ
る
免
疫
反
応
の
詳
細
を

解
析
し
た
り
、
強
毒
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
本
体
の
解
明
が
進
む
だ
け
で
な

く
、
シ
ス
テ
ム
が
で
き
あ
が
る
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
外
の
ウ
イ
ル
ス
感

染
で
も
同
様
の
実
験
が
行
え
る
よ

う
に
な
る
。
ま
た
、
強
毒
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
流
行
を
防
ぎ
、

人
的
・
経
済
的
損
失
を
最
小
限
に

抑
え
る
と
い
う
社
会
的
効
果
も
期

待
さ
れ
て
い
る
。

滋賀医科大学動物生命科学研究センター


